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［
読
み
下
し
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一
ひ
と
つ

新
規
の
社
寺
建
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停

ち
ょ
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止 じ
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け
た
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り
に
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と
成
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建
立
の
儀
、
向
後

こ
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ご

停
止

ち
ょ
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た
り
、
理
至
極
の
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あ
ら
ば
、
願
い
出
の
上 

免
許
す
べ
き
事 

一
神
事
仏
事
祭
礼
等 

 

の
節
、
山
鉾
其
ほ
か
と
こ
ろ
不
相 

 

応
の
寄
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、
た
と
え
旧
例
た
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と
も
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省
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き
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［
用
語
］ 

自
然
…
「
じ
ね
ん
」
、
「
し
ぜ
ん
」
と
も
読
む
。
本
来
あ
る
べ
き
こ
と
。 

 
 
 
 

ま
た
は
万
一
。 

向
後
…
「
こ
う
ご
」
、
「
き
ょ
う
こ
う
」
と
も
読
む
。
今
後
。
こ
の
先
。 

［
解
説
］ 

今
回
の
「
郡
中
制
法
」
は
神
事
や
仏
事
に
関
連
す
る
内
容
で
す
。
ま
ず
出 

家
や
供
養
塔
・
石
塔
な
ど
の
建
立
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
も
し
正
当
な
理
由

が
あ
れ
ば
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
。
ま
た
、
祭
礼
の
際
の
寄
附
な
ど
も
縮
小

す
る
よ
う
、
御
開
帳
の
折
も
届
け
出
を
提
出
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。 

次
に
文
字
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
至
」
は
前
回
の
郡
中
制
法
②

で
紹
介
し
た

「
倒
」
の
旁
に
そ
っ
く
り
で
す
。
今
回
は

「
佛
（
仏
）
」
、

「
禮
（
礼
）
」
、

「
處
（
処
）
」
、

「
應
（
応
）
」
な
ど
の
異

体
字
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
頻
出
の
字
で
す
か
ら
し
っ
か
り
覚
え
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、

「
あ
ら
ハ
」
の
よ
う
に
漢
字
、
か
な
、
カ
タ
カ
ナ
が
混

在
し
て
い
る
語
句
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
古
文
書
に
お
い
て
は
全
て
「
か
な
」

表
記
で
す
。
「
あ
」
は

「
阿
」
の
ほ
か

「
安
」
、
「
は
」
は

「
八
」

の
ほ
か

「
者
」
、

「
盤
」
な
ど
が
頻
出
し
ま
す
。
ま
た
、
古
文
書
で

は
濁
点
が
つ
い
て
な
い
場
合
に
も
、
濁
点
を
つ
け
て
読
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

文
脈
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。 


